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1991年1月3日から14日までの短い期間であったが,日本感覚統合障害研究会の主催による視察

旅行に参加する機会を得た｡視察した治療機関ないし学校を以下にほぼ紹介することになるが,視

察を企画立案し,案内も務めてくれたのが山田孝･秋田大学医療技術短期大学教授(同研究会事務

局長),小西紀一･京都大学医療技術短期大学助教授(同研究会国際部長)であった｡きわめて有

意義な視察であったので,そこで得た知見をまとめることは意義の大きいことと考え,考察も加え
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て(次号になるが),公表するものである｡

1.エアーズ･クリニックでの取り組み1)

ユアーズ･クリニックTHE AYRES CLINICはカリフォルニア州ロスアンジェルス市の近く,

ト-ランス市Torranceにある｡感覚統合療法による学習障害児へのアプローチを試みている世界

的に有名な治療機関である｡ 1976年に感覚統合療法を提唱した作業療法士･臨床心理士である故･

ユアーズ博士A.J.Ayresによって,その理論を実践する場として開設された｡ユアーズは南カリ

フォルニア大学の作業療法学科や特殊教育学科の助教授でもあった関係から,クリニックは現在で

も同大学の学生や他の教育機関の学生の実習機関として利用されている｡

さて,次にクリニックの概要について述べるが,その前に,ユアーズ･クリニック自体が学習障

害をどうとらえ,親たちにどのような取り組みを勧めているか,同クリニックの親向けのリーフ

レット2)から見てみよう｡

まず感覚統合について述べる｡人間に触覚や前庭感覚the vestibular sense (重力方向や頭の運

動を感知する感覚)が働かなかったとしたら,自分の位置さえつかむことができない｡人間の根本

的な状況判断にはそうした感覚の相互作用が必要不可欠であり,各感覚の組織化を感覚統合と呼ぶ

としている｡そして,感覚統合過程に障害をもつとき,ものごとを学習していく根底に障害を受け

るという意味で学習障害というとしている｡感覚統合の障害の兆候は①触覚,運動,視覚,聴覚の

過剰な敏感性, ②あるいは逆に感覚刺激への低反応, ③手足や手と目などの協応性の問題, ④言葉

･運動スキル･学習の遅れ, ⑤運動の企画化が下手,さらには⑥自己概念が不十分といった状態像

に示されているとされる｡その治療については,症状一つ一つへの矯正的な訓練ではなく,大脳内

の感覚統合過程を促進するような遊び(その内容が作業療法的観点から構成されている｡本論では

システムを中心に論じているので,その遊びの内容は論及しない)を行うものなので,むしろ子ど

もの自発性が大事にされている｡

以上のような障害を持っている子どもたちに対して,エアーズ･クリニックは次のようなシステ

ムで対応している｡

(クリニックの性格と目的)クリニックは学習障害児に特徴的な症状とされている,次のような問

題problemsに焦点を当て,厳密に作業療法としてのアプローチを行っている｡

1)接触touchされたり,動かされたりmovementすることへの過敏な反応over-sensitivity

2 )感覚活動sensory experiencesへの反応の欠如

3)異常に高い,あるいは低い活動性

4)下手な協応動作motor coordination

5)言葉,動作motorskill,学業の遅れ

6)以上のことから生じる低い自己評価
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(クリニックのシステム)以上のような問題に対して,クリニックでは子どものニーズに基づき次

のようなシステムを構築して対応している｡

1)評価Assessment-まず,子どもがどんな作業療法的活動に参加することが効果的か,の判

断材料を親に提供するために子どもの問題状況の評価を行う｡

2)個別治療一週2-3回の個別セッション｡そこでは,特別な動作訓練などに向けられた治療

treatment,家庭訪問,さらにはグループ･プレイ,両親プログラム,その他のグループ活

動なども用意されている｡

図1　エアーズ･クリニックの内部構造

Besty A. Slavic, Terri Chew; The Design of a Sensory Integration Treatment Facility: The Ayres clinic as a

Model, Enviroment: Implications for Occupational Therapy Practice, 1989

3) 3つのグループ･プログラム

"Club KedとPure Fun　という名前のグループが設定されており,就学後の5-10才の子

どものためのもので,動作スキル,スポーツへの適応,社会性の形成socializing with peers,

指示への適応行動などに援助を必要としている子どものために開かれている｡活動内容はス

ポーツ,微細･粗大運動,目と手の協応ゲーム,音楽と運動,創造的思考を要する遊び,相

互関係を持つ遊びinteractive play,そして社会性の習得などである｡

"Movement Is Fun"という名前のグループは3-5才の子どもたちのためのもので,通常

の発達を強化するプログラムが内容になっている｡

"Milestones"というグループは幼児のための治療的なプログラムで,感覚,動作,認知,
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言葉,社会性などに遅滞やその恐れのある子どものためのものである｡

4)施設の概略(図1) -ユアーズ･クリニックの建物は,大きくは事務室と治療室に別れ,治

療室は3室あり,治療室には感覚統合を促進することに効果がある遊具類が整然と十分に配

置されており,子どもたちはそれらの遊具を使いながら,作業療法士の資格を持つセラピス

トとともに自発的に遊ぶことになっている｡

5)両親とのかかわり-ユアーズ･クリニックは家族との緊密な意志疎通を重視しており,それ

によってさまざまなプログラムも発展するとしている｡したがって,セラピー場面の見学は

歓迎されるし,家庭で行えるような子どもの活動のアイデアも提供している｡もちろん,個

別的な相談も重要で有効的なものと位置づけている｡

6)その他のサービス活動-ユアーズ･クリニックはさまざまな専門家と資料を交換したり, I

E Pの会議(Individual education plan meeting障害児の個別的な教育プログラムを親や教

師の合議のもとに決定していく会議)に出席し,専門家･親･地域の団体に情報を提供して

いる｡

(治療費)ユアーズ･クリニックは非営利的事業と位置づけられているので,免税であり,治療費

は他の治療機関に比べて安い｡また,親の収入に応じて金額も勘案されている｡また奨励金制度

もある｡カリフォルニア地域センター,公教育システム,さらには多くの保険から基金をもらう

こともできる｡

特徴としてまとめてみると

1)南カリフォルニア大学の作業療法学科と連携して学術的水準を持ったクリニックということ

2)作業療法という視点に絞った感覚統合療法を追及していること

3)世界的な交流のセンターとなっていること

などである｡

2. CNS (アリゾナ)での取り組み3)4)

C N S (CENTER FOR NEURODEVELOPMENTAL STUDIES,神経発達研究センター)はアリ

ゾナ州の州都フェニックス市の郊外の閑静な住宅街にある｡同一敷地内に小学校と老人福祉施設が

並立しており,それぞれと交流を持つという日本では見られない光景を呈している｡日本流に解釈

すれば,小学校の中に小規模な養護学校と小規模の老人リハビリ･センターが同居しているといっ

た感じである｡研究センターという名称を使っているが,センターの実践内容はまさに養護学校に

にて,親しみを覚えるものであった｡しかし,その活動内容は,後に見るように多方面に渡ってい

る｡
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さて,このセンターも感覚統合療法の考え方を導入,検証しながら,学習障害児のみならず,か

なり重度の発達障害を持つ子供達の治療も試みている｡ CN Sによれば, ｢最新の科学的知見はセ

ラピストや教師に,子どもたちが潜在的な能力を発揮できるように新しい手段を提供している｣｡

とくに, ｢神経学的な障害が多くの子どもたちにある学習や行動の問題の背景に存在している｣と

いう現状をふまえて　CNSはつぎのような4つの目標を掲げている｡

1)フェニックス地区に最も質の高い治療的なサービスを提供すること｡そのサービスの方法や

技術は最新の神経学的な知識に基づいてい~ること｡

2)新しい方法や技術を検証したり,開発するための研究を行うこと｡

3)大学院レベルの教育プログラムの開発,専門的な研修教育の実施,セミナー,ワークショッ

プの実施,相談サービスの実施,雑誌やテキスト,季刊ニュース｢Neurodevelopments神経

発達｣の出版などを通じて得られた科学的な進歩に関する情報の全米的,世界的な普及｡

4)発達の問題に神経学的な問題が存在していることを一般の人々にも伝えていくこと｡

次にCNSのシステムについて言及しよう｡

く評価Evaluation)評価Assessmentは神経発達学的問題を確認する第一のステップである｡有資

格の専門家が知的能力とニーズを決定するためさまざまなテストや臨床的な観察を用いる｡得ら

れた知見や助言はレポートとしてまとめられ,両親と協議される｡

(発達援助のデー･スクー･リレ)自閉症児の教育のための1年単位のプログラムで,アリゾナ州立大

学教育学部の認定を受けている｡幼稚園から高校までの子どもたちがいくつかの学区から通学し,

4つのクラスに別れ,それぞれ5ないし8人ずつになり,治療と教育を受ける｡職員対生徒の比

率は高い｡セラピストと先生は試みが成功するように組み立てられた環境のもとで一緒に働いて

いる｡集中的なセラピーが次のことを強化するために行われている｡すなわち,感覚過程,認知,

問題解決,コミュニケーションの領域である｡それらは社会的,情緒的,知的,職業的スキルの

ための基礎となる｡地域での活動は学習したことの応用と一般化をする機会を与える｡

(個別セラピー)作業療法や言語治療,音楽療法,理学療法の個別セッションは両親の都合のいい

時に行うことができる｡

(Good Beginning)直訳すれば｢よき出発｣と呼ばれるクラスは, 2才から6才までの子どもの

ためのもので,午前,午後のセッションを持っている｡このプログラムは注意欠陥障害,不器用,

情緒障害,言語障害,自閉症,発達遅滞,あるいは特殊な感覚運動障害を持つ子どものためのも

のである｡スタッフは幼児教育教師,作業療法士,言語治療士,音楽療法士,助手,インターン,

理学療法･コンサルタントなどである｡子どもに提供する活動は感覚,運動,社会的,教育的発
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達を促進するようにデザインされた遊び中心の楽しいものである｡

(Discovery)直訳すれば｢発見｣と名づけられたクラスは6才から12才の子どものグループ･セ

ラピーのために用意されたもので,放課後に行われる｡治療的な活動は感覚統合,社会性の発達,

基本的な概念の発達を促進するように計画されている｡セラピストやインターン,助手は活動の

模範を示し,個別的に子ども-の注意を払う｡音楽療法はさまざまか台療的目標を補足するため

の不可欠な要素として重視されている｡

(両親用のプログラム)夜間セミナーが両親や介助者のために開かれ,コミュニケーション,サイ

ン言語,感覚統合,食事指導,栄養,家庭でのセラピー･プログラム,動作指導behavior

managementなどの特別な課題について学習する｡子ども同伴のときは子どもの保育も行ってい

る｡

(経済的援助)親の支払能力に関係なく子どもに基本的なサービスを続けるために,一般市民の支

援を期待している｡ CNSは私立で,非営利事業体であり,財政的支援の必要性は大きい｡運営

費は主として州や連邦の補助金,学区との契約金,個人的な保険からの支払,授業料,.設立補助

金,そして寄付金からなっている｡運営費の大部分は最高25名の奉仕的なスタッフの給与に使わ

れている｡

費用がかかるが,サービスを必要とする人は誰もそれが障害にはなっていない,とCNSは考

えている｡そのために, CN Sはスライド制の授業形態を取っているし奨励金の金額を高めるよ

うに努力している｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､･

(施設の概略)小学校の校舎を転用しているらしく,職員室とそれに横一線に続く,教室,プレー

ルームなど5つばかりの部屋からなっている｡各部屋とも外部からの光を調節して,暗めにして

ある｡子どもたちが落ち着いて活動できるという理由である｡

(その他) cNSはセラピーを必要としている少数の子どもたちに直接的なサービスを提供してい

る｡その効果を高めるために,いくつかのその他のプログラムを開発している｡

就学前･プロジェクト:早期からの治療は,放置したままでは傷つくことの多い子どもの自尊

心を保持するために重要である｡ CNSは就学前の教育専門家にテスト,ミラー評価法などを

使って早期にリスクのある子や障害のある子を明確にする方法を教えている｡さらに依頼に応じ

て,セラピー,両親用の家庭でのプログラム,先生からの相談受理も行っている｡セラピーはモ

ンテッソーリの就学前プログラムを利用している｡
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(専門実習)作業療法と音楽療法の学生,院生の実習も引き受けている｡さらに心理学,看護学,

教育学の学生の実習も含まれている｡

(卒後教育)治療,評価,講義,研究を通して学ぶ機会を専門家にも用意されている｡これらの実

習は3カ月単位で提供されている｡

(ワークショップ･セミナー･コンサルテ一一ション) cNSのスタッフはさまざまな親グループ,

専門家のための教育機会の継続を用意している｡州レベル,全国レベルの公的機関や学校の相談

を受けている｡シンポジウムは毎年著名な専門家を招いている｡

(国際的な事業) cNSは日本感覚統合障害研究会と姉妹関係を持っており,同研究会は年に2回

セラピストや教師を派遣してきている｡名誉所長キングはオーストラリア,ニュージーランド,

南アフリカ,スカンジナビア,日本に講演者として招かれている｡世界から訪問者がしばしばc

NSを見学している｡

以上が概略であるが, CNSの特徴は

1)学習障害児に対してだけでなく,さまざまな障害児に感覚統合療法を試みていること

2)また,スタッフも作業療法士だけではなく,言語治療士,音楽療法士,教師,ボランティア

的な介助員とさまざまな職種の専門家が力を合わせて治療に取り組んでいること

3)地域の専門家とだけでなく,世界的な交流を持っていること

などにまとめられよう･｡

3.コロラド州の学習障害児教育システム

1)へイヴァーン･センター56)

コロラド州のリトルトン市にあるへイヴァ-ン･センターHAVERN CENTERは基本的な学習

能力は完全であるのに,神経学的障害のために学習に困難を持っている子どものためのセンターで

ある｡現在の文献や法律では教育障害とか知覚的あるいは言語的障害に関連した学習障害とされて

いる子どもたちのためのもので,センターという名称であるが日本で言えば学校そのものである｡

しかも,学習障害児のみを受け入れているという状況からすれば養護学校とも言えなくないが,障

害が軽いので,全く一般の学校と見分けがつかない｡

センターは人種,皮膚の色,国籍の区別なく子どもたちを受け入れている｡現在,多くは州都の

デンバーや近くの地域から来ている｡センターは子どもたちに発達し,障害に打ち勝ち,自分たち

の完全な可能性を理解し,出来るかぎり早く通常の学校-復帰できる機会を提供している｡
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センターは数少ないタイプの学校の一つである｡しかし,すべての子どもたちの少なくとも6

パーセント,多くは20パーセントの子どもがこのセンターでうまく直る可能性を持つ問題を抱えて

いると考えられている｡

(入っている子どもたちの姿)

センターのこどもたちは学習障害と診断されている点では大変特別である｡知能的には90から

150に広がっているが, ｢バカだ｣と他の子どもたちからいじめられていた｡というのも数学的な

概念を理解できなかったし,字を読むことも出来なかったからだ｡センターの多くの子どもたち

が2年ないし3年,なかには6カ月で通常の学級に戻ることができている｡ 1966年に設立されて

以来,多くの子どもを首尾よく彼等の本来の学校に戻すことができた｡追跡調査によれば,ほと

んどの子どもが通常またはよりよい仕事にその能力に応じてついていることが明らかになった｡

少数の子どもが,いまだに問題を抱えてはいるが,このセンターに入ったことが役に立っている

と感じていることが明らかになっている｡

センターに入ってくる子どもたちに見られる障害の範囲は協応動作のなさ,視覚･聴覚の問題,

多動,そして強度の注意散漫などである｡耐性の低い欲求不満,衝動性,動機の欠如などは典型

的に見られる｡こうしたことが失敗感に基づく自尊心に影響を与えている｡

まだ,学習障害の真の原因を正確には確認できていないが,この障害は女より男の子に優勢で

あり,時には家族的であるrun in familiesように見える｡障害は出生以前のものであったり,

出生時の障害であったり,事故とか病気による初期の大脳の障害だったりすることが,センター

に入ってきた子どもたちの実態から言えそうである｡

センターの子どもたちは5才から12才である｡問題の程度は様々なので,個別的な教育,セラ

ピーが個々の子どもたちのために用意されている｡ささいなことであれ成功体験は子どもの自己

像を復元するために大変重要である｡したがって,センターでの活動は失敗が最小限であるよう

に準備され助けが用意されている｡成功はクラスでの成績の順位ではなく,彼自身の進歩と到達

によって評価されている｡ここの子どもの大部分はThe Childrenも　Hospitalかコロラド大学の

保健科学センターの診断を経ている｡

(教職員)

1966年にセンターを開設した教師たちはクリュックシャンクの指導を受けている｡彼は学習障

害研究の開拓者でシュラキュース大学に属していたので,その大学の出身者が多かったが,セン

ターが大きくなるにつれて,教師たちは地域(コロラド州)の大学から来るようになった｡セン

ターに就職するには特殊教育の修士号を必要とするような高度の資格水準が数年間続いている｡

各教師はフルタイムで働く助手とペアーで仕事をしており,助手の多くは教育学士かセンターで

訓練されている者たちである｡作業療法士と言語治療士が必要なセラピーのプログラムを作成す
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るスタッフとなっている｡
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(プログラム)

学校日は8 130に始まり,午後2 :00に終わる｡ 1クラス9人から14人の子どもに対して1な

いしもっと多くの教師と助手｡平均すると教員対子どもの比率は1対4である｡騒音はカーペッ

トの床と防音壁で最小限にされている｡

子どものためのプログラムは子どもたちのニーズに応じて個別的に計画されているので,標準

的なカリキュラムというのはない｡知的な学習領域のクラスでは,読み,発音,つづり,書き,

算数,そして言語発達などの内容が用意されている｡微細･粗大運動や知覚スキル(触覚,視覚,

聴覚の領域)の発達や強化のための特別な教育もまたプログラムに入っている｡

(費用)

専門性の高い教師と生徒数に比して多い教師の数ゆえに,主な支出は人件費である｡授業料は

高いけれども,効果的なプログラムに必要な費用と考えている｡子どもたちがセンターを出ると

き,その多くがもはや特殊教育にお金をかける必要がなくなっている｡しかし,もっとも大事な

ことは,もし子どもたちが認められ,十分に早く治療されたならば,多くの悲劇と無駄な人生が

避けられるということである｡センターは子どもたちの奨学金については寄付金に頼っている｡

奨学金基金が有効にできたら,交付金は人種に関係なく与えられる｡

(委員会Board)

1967年以来,際立った企業と専門家の人々が基金を作ったり,未来の計画を立てたり,政策を

決定するためにセンターを助けてくれた｡委員会はセンターの所有者から認められた15人の奉仕

者から成っている｡

(教育方法)

ここでも,感覚統合療法の考え方が中心に置かれ,大きくて立派な体育館では感覚統合遊具が

セットされ,センターのプログラムに応じて子どもたちが楽しそうに使用していた｡

ヘイヴァ-ン･センターの特徴は

1)学習障害児のためだけの学校であるということ

2)感覚統合療法の考え方を軸として教育課程を編成していること

3)全米各地から入学希望があるということ｡つまり,学習障害児の学級はかなりあるが,独立

した学校ということでは,こうした教育施設が少ないということ｡その成果に対して, ｢奇

跡の学校｣といわれていること
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などのようにまとめられる｡

2)チェリー･クリーク校7)

チェリー･クリーク校CHERRY CREEK SCHOOLはコロラド州の州都デンバー近くにある｡日

本風に言えば,障害幼児のクラスを持つ幼稚園といった印象である｡チアープログラム　CHEER

PROGRAMという障害幼児のための保育プログラムを作成し,実施している｡チアープログラム

とは　3-5才の特別なニーズを持つ幼児たちのための就学前プログラムの名前で,ハイ･スコー

プ･プレス社から出版されている就学前教育に携わる教師たち用のマニュアルに依拠したカリキュ

ラムに基づいたものである｡子どもたちは週に4日の通学となっている｡働く親とその子どもたち

のために年に2回,土曜学校を開催している｡定期的に子どもの発達について話し合う父母会も開

催している｡一般の就学前クラスの子どもたちとの交流mainstreamingも行っている｡教師たちは

多様な職種から構成されており,障害児教育専門教師,言語治療士,作業療法士,精神衛生の専門

家が働いている｡両親は子どもの評価,教育目標の立案,様々な活動の企画作成に参加する一員で

あり,父母会の出席も期待されている｡

(日課)半日制と全日制のプログラムが作成されているが,全日制のプログラムが包括的であるの

で,以下に掲げてみる｡

7 :30-8 :30　子どもの登園と親と教師による一日の計画の打ち合わせ,そして短時間の作業

8 :30-9 :00

9 :00-9 :20

9 :20-io:30

10:30-10:50

io:50-ii:20

ll:20-ll:45

ll :45-12:30

12:30-i :30

1 :30-2 :15

2 :15-4 :00

の開始｡

朝食と歯みがき

計画会議

作業時間と掃除

まとめの時間(作業でしたことを思い出してまとめる)

園庭での大運動機能を使用した遊び

サークル･タイム(後に述べる教室の各コーナーを使っての自由遊び)と昼食

の準備

昼食

午睡の時間(眠たくない子は横になって静かに本を見ている)

小集団活動とおやつの時間

帰宅する子と親が迎えに来るまで待つ子に分かれる｡待つ子は遊びの時間｡

日本における幼稚園とほぼ似ているが,後に触れるように,個別教育プランI EP, Individual

Education Planを両親と相談して決定すること,時間的に自由度があることなど,特徴と思われ

た｡
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(特別教室の構造)障害児のための専用の教室は,前述のハイ･コープ･プログラムによるマニュ

図2　チェリークリークの特別教室の構造　アルで次のように提案されており,チェリー･ク

/N

CcWmAL
AREA

Mary Hohmamm; Young Children in Action,

1979, Michigan

リーク校の構造もそれに準じて作られている｡教室

の4すみを1つは小さな家を中心として家事的な遊

びのできるコーナー, 2つには描画活動の用具が配

置されているコーナー, 3つには大型のブロックが

置かれていて,それらをつかって構成遊びのできる

コーナー,そして4つには静寂のコーナーに分かれ,

真ん中に中心コーナーがあって,各コーナーから出

て,他のコーナーで遊んでいる子との交流ができる

/iうに設定されている｡ (図2)

(個人教育プラン)前述したように,全米的に障害児

教育においては,個々の子どものための教育プログラムは個々別々に両親と相談し,両親の了解

のもとに実施されなければならないことになっている｡ここ,チェリー･クリーク校でもI E P

を作成している｡注で掲げてあるように,教師,ボランティアの氏名,朝食前の活動内容,挨拶,

そして各コーナーでの描画活動,ブロック遊び,科学的関心を呼び起こす遊び,劇遊び,工作,

砂･水を使っての遊びの内容が書き込めるようになっており,親との相談の上,遊びが計画され,

結果が記録され再度親にフィードバックできるようになっている8)

以上,必ずしも感覚統合療法を中心とした学校ではないが,そうした考えも一部取り入れた学校

として紹介した｡特徴としては, 1) IEPの使用, 2)自由度のあるスケジュール, 3)自由度

のある活動内容などを上げることができる｡

(以下,コロラド州全体の障害児教育体制,その評価,その他個人治療機関での取り組みなどは

次号に継続掲載)

注

l) The Ayres Clinic-An Occupational Therapy Center Preparing Children for a Productive Future

(ユアーズ･クリニックの案内文書)

2) The Ayres Clinic; A parents Guide to Understanding Sensory Integration, Torrance

3 ) Center for Neurodevelopmental Studies; Helping Children Today, Build Tomorrows Dreams, Phoenix

4) CNS; A Developmental Approach to Mental Health, Phoenix

5) Havern Center　へイヴァ-ン･センターの案内文書)

6) Harry Farrar; A School of Love -and Unofficial miracles- The Havern Center, Contemporary,

October 28, 1979

7 ) Cherry Creek School; Cheer-Cherry Creek Early Education Reachout Program, Colorado

8)以下の表は,チェリー･クリーク校のIEPである｡
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